
ＪＷＡ2023年度 4月月例理事会　公開版議事録

２０２３年４月２７日(木曜日）　19:30～21:30

インターネットを使用した会議システムは、出席者の映像と音声が即時に

他の出席者に伝わり、出席者が一堂に会するのと同様に、適時的確な意思表明が

互いに出来る仕組みとなっていることが確認された。　

　　　出席者 （Webによる参加者９名）

　　　　　　　会　長：川添雄彦

　　　　　　　　　理事長：石原智央

　　　 理　事：生駒大輔/国枝信哉/霜山厚/鈴木智彦/　　　　　　　　　　　　　

土佐洋子/ 豊岡美枝/

　　　　　　　　　事務局：永田絹子(書記） 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(敬称略五十音順）

【報　告】

1)　国体艇種について選手ヒアリングなど報告
　　　 →国体委員担当者欠席につき、メールでのやり取りの確認。

　 2) 　JSAFレディース委員会からの事業協力について
　　　　→JSAFレディース委員会の活動報告。
　　　　　女性セーリング環境の向上の目的としての事業。
　　　　　女性へのヘルスケアについての理解の普及活動。
　　　　　商品サンプル、女性の体についての情報に関するリーフレットを
　　　　　大会やイベントで配布できないかという事での訪問。
　　　　　ＪＷＡとの関連としては、今後大会の時に
　　　　　情報や生理用品などの配布に関して依頼が来るかもとの事。
　　　　　 JSAFレディース副委員長が、スポーツキャリアのアンケートを配布する予定。
　　　　　（無記名）
　　　　　

　 3) 強化練習会についてて
　　　　→共同研究という事で、昨年からフランス、スペイン他、津久井浜での練習会
　　　　　など、今後は、月１で情報誌を作成し共有していく。
　　　　　今までやってきた事、これからやりたい事、強化練習会の募集などを会員の方々　　　　　
に透明化を図り、発信していく。
　　　　
　　　　　各関係者のご協力のもと、５月から強化練習会を開催する予定。
　　　　　その強化練習会の目標は、次のオリンピックまでの時間がない中で、
　　　　　どこまで日本人選手を強くできるのかを課題としている。
　　　　　練習会で計測をして、そのデータをもとに選手とやり取りをしながら
　　　　　選手の実力をあげていこうという取り組みと同時にジュニアの育成だったり
　　　　　５年後のオリンピック、さらにはその次のオリンピックの為の日本チームを



　　　　　強化する為に、ユースだったり他の場所からも参加してもらえるように。
　　　　　今後は、予算案ができ次第報告し、各地での活動を曜日で分けたりというような　　　　　
方法を考え、津久井浜の他にも鎌倉での活動を基盤とし活動したい。
　　　　　あるいは、計測チームが活動できる場所があるかも考慮していく。
　　　　　
　　　　　ここからは別件となるが、
　　　　　スポンサー企業さまとミーティングをする事になり、若手選手などを紹介し、
　　　　　話を進めていきたい。１２回に分けてＢＳの放送を作り、ウインドサーフィンが　　　　　盛り
上がるような番組を作るとの事。どんどん若い選手などを中心に繋げて、
　　　　　選手たちのスポンサーをアピールできるように話をしていってほしい。
　　　　　
　　4) WWCの運営体制について
　　　　　→無償での活動が続いている事に対し、今後は実行委員会から予算を頂いて、
　　　　　　広報としてＳＮＳでの発信だったり、選手の食事などの手配をＪＷＡ事務局に　　　　　　
依頼したり、色んな業務に対してＪＷＡが関わっていく必要がある。

　　
　
　 5) JSAFからの連絡：熱中症パンプレットの件（事務局）
　　　 　熱中症パンフレット.pdf
　　　→各大会およびＳＨＯＰさんなどで必要であれば、取り寄せ可能。
　　　　各委員会や大会関係者に必要かどうかの確認。
　　　 ＪＳＡＦへパンフレットのサイズの確認中。

　 6) JSAFレディース委員会からの告知（事務局）
　　　Registration now open for World Sailing’s Steering the Course 2023 training clinics
　　　→女性のセーリングスキルを向上させるためのトレーニングコースを開設
　　　　協会ＨＰのニュースへ掲載決定
　　　

【議　事】
1)２０２３年度予算案

　　　　２２年度の予算はまだ終わっていないので、２１年度との比較となる。

　　　　２３年度予算（案）でまだ決まっていない予算の部分は決まり次第計上する。

　　　　次回の理事会までに完成させる。

　　 2)来年度理事について　

　　　　現在、事務局が迅速かつ円滑に動いている事に合わせて、新しい組織の

　　　　活性化戦略室が中心となって活動していく事を考えている

　　　　若手選手を起用し、イベントでの集客、会員やウインドサーファーを

　　　　増やしていける活動を考え行ってもらう。

　　　　今後の組織を変えて行く大きなポイントとしている。

　　　　組織図に関しても、次の理事会までに完成させたい。

　　　

　3）フリーペーパーへの具体的な協賛方法について

　　　→ＪＷＡから伝えたい載せたい記事を作成し、掲載をしてもらうのはどうか？
　　　　取材、文章作成、編集構成などの業務も含めているか否かにもよるが、

　　　　予算をつけていく、但し、金額は未定。

　　　　５月理事会にて予算案とし、６月の総会にて会員さんからの承認を頂く。

https://drive.google.com/file/d/1MY_w1U4TTtLSzwUcZDeTZL5PyfDRKw8n/view?usp=share_link
https://www.sailing.org/2023/04/18/registration-now-open-for-world-sailings-steering-the-course-2023-coaching-officiating-and-instructor-clinics/


　　4）JSAFからの連絡：「セーリング競技に関わる大会等再開時のガイドライン」

　　　 等の見直しについて（事務局）　　　　　

　　20230425　セーリング競技に関わる大会等再開時のガイドラインの見直しについて.docx

　　→ＪＷＡのガイドラインをＪＳＡＦのガイドラインに準ずるとし、掲載する。
　

　　5) JSAFからの連絡：公認スポーツ指導者等表彰候補者の推薦依頼について（事務局）

　　　 【2023】 公認スポーツ指導者等表彰候補者の推薦依頼.doc

　　　　通算１５年以上の資格を所有している者に対する表彰なので

　　　　今後の為に資格の確認を行う。

　　　　公認スポーツ指導者（ＪＳＰＯ）

　　　　https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid58.html

　　　

　　6)旅費交通費、会議打合せ費について（事務局）

　　　→役員会議費の金額は承認。
　　　→オンライン会議の金額は要相談。領収証の件。
　

　　7）スポンサー先について

　　　　今後のスポンサー契約先として担当者の方と商談中。

　　　　スポンサー様側のコンセプトに合った提案ができればとの事。

　　　　理事総意の意見としては、獲得の方向で進めてほしい。

　　　　但し、現在のＪＷＡオフィシャルパートナーさまとの兼ね合いなど調査が必要。

8） 検定の事に関して、一目でわかるようなポスターかリーフレットなどを作成し、

　　　　ＳＨＯＰさんに配布できるようにして欲しいと要望があった。

　　9）６月２４日総会をオンラインと対面とでＭＩＸにする。

　　　　オンラインは１００名がＭＡＸとなる。

　　　　横浜近辺にて２０名ほどの会議室を１９：００～２時間で予約する。

　

【連絡】
　　1)　次回の理事会は、５月１８日（木）とする。

　　　インターネットを使用した会議システムによる理事会は終始異状なく終了した

　　　　　　　　　　　　　議事録内容確認署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 　　　　 議事録確認理事長：石原　智央

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 理事①：豊岡美枝　 　　　　 　　　　　　 　　
　　　　　　 　　　理事②：霜山厚

https://docs.google.com/document/d/1sNk8vCPVCz4_0Y64-zGvqC2kiIvAuuYz/edit?usp=share_link&ouid=107689006662659656588&rtpof=true&sd=true
https://docs.google.com/document/d/1k2_XC4TJR2yeLemMGh3ThBYcp-v4cF2r/edit?usp=share_link&ouid=107689006662659656588&rtpof=true&sd=true
https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid58.html

